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１．はじめに 

福岡市を流れる室見川は, アユやシロウオの遡上もみら

れ，親水性が高く福岡市民にも親しまれている都市河川で

ある .全長約 16km, 流域面積は約 15km2 流量は約

134000m3/日で, 水源は背振山系にあり, 早良区と西区の境

を流れ, 博多湾中部海域に流入している二級河川である. 

上流には田畑が広がり取水堰等の河川横断構造物が比較的

多くみられる河川で, 上流から下流までにある20以上の堰

が存在する. 

堰等の河川横断構造物が多く存在する河川では土砂輸

送に大きな影響を与える可能性があり. 土砂輸送に影響が

出ることで堆積している河床材料が変わり, そこに生息す

る生物にも影響が出ると考えられている. 本研究では, こ

れらの横断構造物が土砂輸送阻害に与える影響を明らかに

することを目的とし, 河床材料調査および測量を行い、室

見川の河川構造を明らかにすることを目的としている. 

 

２．調査方法 

室見川河口から 15.8km までの流心部を, GPS 測量機

(Trimble R4)を用いてRTK測量を実施した.測量間隔は約10

ｍ間隔を基本とし, 調査時に水深が 1.5m 以上の区間は平

成 16年の福岡県の測量データを用いた．  

河床材料については, 室見川の河口から曲渕ダムまでを

100ｍ間隔または堆砂の様子が変わる地点で採取し, ふる

い分け試験を行った．また,  75mm以上の材料が多い場合

は 50cm×50cm コドラートを配置し, 写真を撮りその写真

上に 3 本の直線を引き直線の合計長さ（150cm）を直線上

にある河床材料の数河床材料の数で除することで代表粒径

とした. (図-2)また, コドラートに河床材料がおさまらない

ような場合は, ロープを張り, そのロープ上にある河床材

料の数を数え, ロープのサイズを河床材料の数で除するこ

とでその地点での河床材料の代表粒径を求める. (図-3) 

 

３．調査結果 

RTK 測量を行い室見川の河床高を測定した. その結果から

標高と河口からの距離を用いて縦断図を作成した.  

図-4 より勾配を見てみると都地河原堰より下流側で

1/3000～1/500, 上流側で 1/50～1/20 でる. 都地河原堰より

下流では堰から堰までの区間がほぼ水平になっていた. 都

地河原堰より下流域では堰から堰までの区間の勾配が緩や

かになっている. そこで, 花立堰を例として挙げると, 堰

の前後では図-7のような河床材料の違いがみられた. また, 

図-5が花立堰の下流側で図-6が上流側の実際の河床材料の

写真である. これらから下流側には礫が多く, 上流側には

砂が多くなっており, 下流側のほうが上流側よりも河床材

料の粒径が大きくなっていることがわかる. 

 

図-2 採取方法 

 

図-2 代表粒径の求め方 1 

 

 

図-3 代表粒径の求め方 2 

 

 
図-4 縦断図 

 



４．考察 

今回の調査から室見川は河床勾配と都地河原堰を境に

大きく区分することが出来る. 河床勾配を見れば, 都地河

原堰より上流側では 1/50～1/20と急勾配になっており下流

側では 1/3000～1/500 と緩やかな勾配になっていた. また, 

河床材料の調査から見てみると, 河川の上流側に大きな粒

径の河床材料が, 下流側に小さな粒径の河床材料があるの

が一般的である. それは, 河床材料に掃流力が働くからで

ある.本来, 河川の勾配は上流ほど急になっており,下流に

行くほど緩やかになる. しかし, 結果に示した通り花立堰

の前後では下流側のほうが上流側より河床材料が大きくな

っていた. また, これは都地河原堰より下流域では室見川

のほとんどの堰で同様の状態であった. これは, 都地河原

堰より下流域では堰と堰の間の区間がほとんど水平になり, 

勾配が緩やかになり過ぎていることが原因であると考えら

れる. 勾配が緩やかになり過ぎることで, 土砂輸送がうま

く行われずにその区間に砂が堆積していると考えられる. 

つまり, 堰があることによって土砂輸送が阻害されている

ということがわかる. 

 

５．今後の課題 

今回求めた勾配と河床材料の結果をもとにそれらが室見

川に生息する生物にどのように影響を与えているのかを検

討する. また, 室見川に多く存在する河川横断構造物であ

る堰が取り除かれた場合, 土砂輸送が現在と比較してどの

ような違いがでるのかを検討する.  
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図-5 花立堰下流側の河床材料              図-6 花立堰下流側の河床材料  

 

 

河口からの距離 

図-7室見川の粒度組成 
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